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2秋田県産の素材で健康食品を 農家の母さんが未来を拓く
［合同会社 地域とともに｜ http://community-with.com/］ ［陽気な母さんの店株式会社｜ http://www.sastage.net/yoki］

A  色鮮やかなピクルスは県産品プラザやANA
フェスタ、首都圏のスーパーなどで販売中

B  秋田の食材を生かして作ったピクルス各種と自
社で開発した健康食品を販売

�  「立ち仕事の女性におすすめ」という伝統的な健
康食品「すいか糖」

※ 未成熟なスイカの抽出物。健康に役立つ効果が
あることが確認された。

A  陳列棚を低くして品目ごとに並べることで、選び
やすい売り場に

B  人気No.1のオリジナル商品「味噌ドレッシング」
と「万能スープ」

�  大館市曲田にある本社直売所。ほかに大町商店
街で「NOSHO 館フレッシュハチ」も運営

〒010-8572　秋田県秋田市山王3-1-1 秋田県庁第二庁舎3F／ TEL. 018-874-9110・FAX. 018-853-1793
E-mail：info@community-with.com

〒018-5603　秋田県大館市曲田字家ノ後97-1 ／ TEL. 0186-52-3800・FAX. 0186-52-3801
E-mail：youki-kasan@sand.ocn.ne.jp

秋田県産の健康食品を国内外に販売したい

横手市出身の松井範明さんは、大阪に本社を置く健康
食品メーカーに10年勤めた健康食品のプロフェッショナ
ル。健康食品の営業販売、企画開発、原材料の買い付け
などの業務を通して健康食品の基礎を学びながら、「いつ
か秋田の豊富な農業資源を活かして健康食品を作りたい」
という思いを温めていた。
2016年6月、「秋田県産の原材料を使って加工した製

品を国内外に販売し、地域に貢献する」という確固たる目
標を掲げ、合同会社「地域とともに」を設立。現在は創業
支援室を拠点とし、原料となる農産品を探し求め、県内全
域の農家を訪問する日々だ。

地域を豊かにする製品づくりを目指して

看板商品として開発した「あきた美人ピクルス」は、伝
統野菜の山内にんじん、じゅんさいのほか、アスパラ、山
うどなど秋田県産の旬の野菜を洋風のピクルスに加工し
た製品だ。県南から県北まで、原材料の産地は県内全域

念願の直売所をオープン

　「陽気な母さんの店」は平成13年、大館市曲田にオープ
ンした農家の女性たちが運営する体験交流型直売所だ。
野菜・惣菜等の直売、食堂、仕出し、体験教室、の4つを
柱とし、地域農家と消費者との交流を図っている。
代表取締役の石垣一子さんたちが直売所設立へ向けて
始動したのは平成9年。同業者の反対など苦境に立たさ
れたが、採れたてで新鮮な農産物を消費者に届けたい、
農業後継者の未来を明るいものにしたい…石垣さんたち
は強い思いで逆風に立ち向かい、実に4年の歳月をかけ
てオープンにこぎつけた。

消費者に支持されるお店へ

モットーは、農家の女性たち自身が利用したいと思う店
にすること、自分たちが欲しいと思う商品を並べること。
安全な旬の野菜や果物、自家製の漬物やきりたんぽ、オリ
ジナル商品の「魔法の味噌ドレッシング」や「魔法の万能
スープ」も人気だ。

秋田県内の中小企業・小規模事業者のための経営相談所として、
売上拡大、経営改善など経営上のあらゆるお悩みの相談に対応
します。コーディネーターを中心とする専門スタッフが適切な解
決方法を提案します。

あきた企業活性化センター/秋田県よろず支援拠点
（018-860-5605）まで。

創業や新事業分野進出を目指す意欲的な企業等に、事務スペー
スを提供します。秋田県よろず支援拠点等への日常的な経営相談
が可能です。

あきた企業活性化センター／総合相談課
(018-860-5610)まで。

健康食品メーカーで培った経験を活かし、
地域とともに、製品開発に邁進

農業と食の未来のために
体験交流できる直売所を
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に及ぶ。「県南出身の自分が県北の農家さんとも繋がれる
のは、創業支援室に入居したお陰です」と松井さん。また、
「地域とともに」という社名の通り、常に念頭に置くのは企
業として地域に貢献すること。そのため、ピクルスの加工
を委託したのは横手市の就労支援センター。商品を需要
の高い漬物ではなく、あえてピクルスにした理由は、漬物
を収入源とする農家の方々と競合しないためだ。
もう1つの看板商品である「すいか糖」は、松井さんの
地道な農家まわりが結実したともいえる商品だ。旧雄物川
町で長年すいか糖の加工を行い、後継者を探していた農
家と、規格外のスイカの処理に困っていた若い農業法人の
グループ、両者を引き合わせ、製品化につなげた。また、
秋田大学の池本敦教授と横手市が共同開発したBWEエ
キス※が配合された『すいか糖BWEエキス』も製品化し、
今後の営業展開が期待されている。

本当においしいものを食べてほしい、との思いで運営し
いている食堂や仕出しは、地元だけでなく県外客からの評
判も高い。去る10月7～9日開催の「大館きりたんぽまつ
り」で当店のきりたんぽが準グランプリを受賞。「母さんの
味」が老舗料亭と肩を並べ、評価される結果となった。
平成27年の法人化後は、よろず支援拠点の助言を受け、
今年は店舗のレイアウトをガラリと変えた。「プロのアドバ
イスに目からウロコの思いだった」と石垣さん。農家が陳
列しやすい棚から、利用者目線で買いやすい棚に。主力商
品のドレッシングや万能スープは、ひと目でオリジナルだと
わかるように、ラベルも見やすく再配置。素人の手作りの
直売所から、プロが運営する販売店へステップアップする
きっかけとなった。今後は、準グランプリに輝いたきりた
んぽのスープの商品化、りんごジュースのブランド統一化
などを進めるとともに、さらなる運営の効率化を目指す。
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　「企業は
社会貢献のため
に存在する」と
松井範明さん

「楽しみながら
農業を豊かに

したい」と
石垣一子さん
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